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昭
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町
 

石
 

田
 

年
以

上
 

継
続
優
良
世
帯
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表
彰
世
帯
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
 

（敬
称
略
）
 

国
民

健
康
保
険
 

単
年
度
優
良
世
帯
 

山加斉前 川 山 津長沢石 山工黒 
jコ 

中 藤藤 田 島 田 島 利 田 谷崎藤川 

孝ヤ節則静正憲兼昭知惣 ス松 
之 

俊ナ子子子プー雄吉助子郎 ミ 男 こ
、
 

”
 

男
 

芦
野
団
地
 

上
山
道
町
 

中
山
道
町
 

下
山
道
町
 

美

晴
町
 

lilT 

優
良
世
帯
表
彰
 

瞬
 ”
 

金
木
町
国
民

健
康
保
険
で
は
、
 一
年
以
上
病
院
等
で
療
養
を
受
け
ず
、
 

“
 

ま
た
町
税

の
滞
納
が
な

い
世
帯
を
 
「国
保
優
良
世
帯
」
と
し

て
毎
年
表
 
上

山
道
町

彰
し
て
い
ま
す
が
、

平
成
九
年
度
の
表
彰
式
を
さ
る

一
月
二
十
九

日
、
 

中
山
道
町

役
場
大
会
議
室

で
開
催
し
、
鳴
海
町
長
が

感
謝
状
と
記
念
品
を

贈
呈
し
 

旭
 
ケ
 丘
 

ま
し
た
。
 

”
 

JI 

西
岩
見
町
 

更
生
部
落
 

田 ,"1 宮太宮石 山 田 藤長 
’ゴ 

中 田 ド 田 越谷本中 田 尾 

1党イ セ嘉祐精敬要初 
ヤ 

勉子 コ ツ 八子一治造 男 治
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肥
料
の
量
や
 

追
肥
の
時
期
に
注
意
を
ノ
 

災
害
時
は
 

相
互
協

力
ノ

◆
 

二
月
可
九

日
、
金
木

郵
便
局
 

（局
長
廿
長
内
良
毅
）
、
嘉
瀬
郵

便
局
（
局
長
廿
山
中
教
義
）
と
町

は
地
震
や
洪
水
な
ど
の
自
然
災
害

時
に
相
互
に
協
力
し
あ
う
「
災
害

時
に
お
け
る
両
者
間
の
協
力

に
関

す
る
覚
書
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
 

シ
ル
バ
ー
グ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

金
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
会

長
廿
角
田
正
男
）
と
金
木
町
ゲ

ー
 

ト
ボ
ー
ル
協
会

（
会
長
廿
千
田

正

雄
）
に
よ
る
シ
ル
バ

ー
ゲ
ー
ト
ボ
 

ー
ル
が
二
月
二
十
日
、
農
業
者
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

ま
し
た
。
 

大
会
は
、
春
か
ら
の
本
戦
に
向

け
て
の
練
習
を
兼
ね
た
町
内
対
抗

戦
で
、
技
術
は
も
ち
ろ
ん
頭
脳
作

戦
が
勝
敗
を
左
右
す
る
と
あ
っ

て

真
剣
な
眼
差
し
で
熱
戦
を
繰
り
広
 

力
一
の
災
害
発
生
時
に
郵
便
局

側
は
、
郵
政
事
業

（郵
便
、
貯
金
、
 

保
険
）
に
か
か
る
災
害
特
別
取
り

扱
い
並
び
に
医
療
救
援
活
動
を
実

施
、
被
災
者

に
対
し
て
救
援
物
資

の
迅
速
な
搬
送
や
避
難
所

へ
の
臨

時
郵
便
差
し

出
し
箱
を
設
置
、
町

か
ら
の
被
災
状
況
に
関
す
る
情
報

交
換
や
、
さ
ら
に
郵
便
局
が
管
理

す
る
施
設

や
用
地
を
避
難
場
所
、
 

物
資
集
積
場
所

と
し
て
提
供
す
る

内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。
 

げ
て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
日
、
町
内
の
老
人

ク
ラ
ブ
 

か
ら
六
チ
ー
ム
が
参
加
。
今
年
初
 

め
て
の
ゲ

ー
ム
と
い
う
こ
と
で
、
 

思

い
通
り
に
な
ら
な
い
ス
テ
ィ
ッ
 

ク
さ
ば
き
に
苦
戦
し
て
い
た
も
の
 

の
、
寒
さ
も
吹
き
飛
ば

せ
と
ば
か
 

リ
歓
声
を
上
げ

て
い
ま
し
た
。
 

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。
 

優
 
勝
ー
喜
良
市
チ
ー

ム
 

準
優
勝
ー
蒔
田
チ

ー
ム
 

第
三
位
ー
嘉
瀬

A
チ
ー
ム
 

第
三
位
ー
嘉
瀬

B
チ
ー
ム
 

敢
闘
賞
ー
金
木
チ
ー

ム
 

敢
闘
賞

ー
川
倉
チ
ー
ム
 

金
木
町
産
業
振
興
会
議

（
金
木

農
協
、
嘉
瀬
農
協
、
金
木
町
農
業

委
員
会
、
金
木
町
）
が
主
催
し
た
 

「平
成
九
年
度
金
木

町
農
業
講
座
」
 

が
二
月
二
十
七
日
、
中
央
公
民

館

で
開
か
れ
、
複
合
農
業
を
目
指
し

て
い
る
農
家
ら
約
九
十
人

が
参
加

し
ま
し
た
。
 

平
成
十
年
度
か
ら
緊

急
生
産
調

整
対
策

（
転
作
）
が
始
ま
る
こ
と
 
 

で
、
稲
作
と
転
作
が
結
び

つ
い
た

水
田
営
農
を
確
立
し
、
 
「
む
つ
ほ

ま
れ
」
 
の一
層
の
食
味
向
上
を
図

り
な
が
ら
、
今
年
か
ら
本
格
的
に

作
付
け
さ
れ
る
「
つ
が
る
ロ
マ
ン
」
 

の
栽
培
技
術
向
上
の
た
め
の
講
座

や
、
ま
た
ト

マ
ト
に
次
ぐ
第
二
、
 

第
三
の
野
菜
生
産
拡
大
を
目
指
し

た
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

金
木
町
内
で
、
平
成
九
年
に
一
一

二

（
ク
タ
ー
ル

作
付
け
さ
れ

た
 

「
つ
が
る
口
マ
ン
」
 
が
、今
年
は

一
七
〇
（
ク
タ
ー
ル
作
付
け
さ
れ

る
予
定
で
、

肥
料
の
量
や
追
肥

の

時
期
な
ど

が
 
「む
つ
ほ
ま
れ
」
と

違
う
の
で
気
を

つ
け
な
け
れ
ば

い

け
な
い
ー
な
ど

の
説
明
が
さ
れ
ま

し
た
。
 

減
反
や
米
価
の
下
落
に
よ
る
所

得
減
少
を
、
単
収
で
は
米
よ
り
も

尚
い
野
菜
作
リ
で
補
い
、
安
定
し

た
農
業
経
営
を
目
指
す
参
加
者
は
、
 

講
師
の
話
に
耳
を
傾
け
、

メ
モ
を

取
っ
て
い
ま
し
た
。
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▲調印後握手する鳴海町長と長内金木郵便局長 

 

ま
ち
の
で

き
ご

と
 

 

 

金

木
町

農
業

講

座
 

 

 

▲はつらつプレーを展開 

▲真剣に講話に耳を傾ける 

(
 



地
域
播
性
脳
 旦
 

爽
縮
会
 

'
？
王
同
一

材
 

カ
」

ん
「
〕折
‘
?
 

カ
ラ
オ
ケ
や
ビ

ン
ゴ
で
親
睦
を
深
め
る
 

金
木
町
の
地
域
活

性
化
活
動
の
 
ブ

ラ
イ
ダ
ル
」
 
「金
木
町
青
年
活

団
体
・
個
人
が

一
同
に
集
い
、
団
 
性

化
推
進
委
員
会
」
 
「ア
ウ
ト
ド

体
間

の
交
流
を
図
り
、
町
活
性
化
 

ア
ク
ラ
ブ
」
の
会
員
ら
約
五
十
人

に
寄
与
し
た
い
ー
と
二
月
二
十
日
、
 
が
集
ま
り
ま
し

た
。
 

初
め
て
の
金
木
町
地
域
活
性
化
団
 
来

賓
と
し

て
出
席
し
た
鳴
海
町

体
交
流
会

（
会
長
廿
長
尾
重
孝
）
 
長
が
「

そ
う
そ
う
た
る
顔
ぶ
れ
に

が
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

心
強
く
思
い
ま
す
。
観
光
立
町
を

長
尾
会
長
ら
の
呼
び
掛
け
に
、
 

目
指
す
た
め

に
も
、
皆
さ
ん
の
協
 

「
ラ
ブ
リ
ー
金
木
」
 
「花
の
ニ
ッ
 
力
を
あ
お
ぎ
た
い
」
 
とあ
い
さ
つ
。
 

パ
チ
か
な
ぎ
応
援
団
」
 
「か
な
ぎ
 

各
団
体
の
代
表
が
活
動
内
容
や
メ
 

伊
藤
忠
吉
福
祉
基
金
 

あ
し
の
園
・
サ
ン
ト
ピ
ア
ホ
ー
ム
へ
 

⑨ 広報かなぎ川“mmmm・ 

マ
・
 
、
 

‘
 
ン
バ

ー
紹
介
を
し
た
後
、
 

Z
 

J
 
団
体
対
抗
カ
ラ

オ
ケ
大
会
 

事
故
撲
滅
目
指
し
 

マ
ス
コ
ッ
ト
人
形
作
り
 

金
木
町
名
誉
町
民
で
あ
り
、
公

認
会
計
士
を

し
て
い
る
伊
藤
忠
吉

氏
の
福
祉
基
金
を
ニ
月
九
日
、
特

別
養

護
老
人

ホ
ー
ム
あ
し
の
園
 

（
園
長
廿
中
谷
衛

）
と
大
東
ケ
丘

サ
ン
ト
ピ
ア
ホ
ー
ム
（
園
長
廿
花

田
昭

一
）
に
贈
り
ま
し
た
。
 

福
祉
基
金
は
、
伊
藤
氏
か
ら
の

寄
付
金
を

運
用
し
て
得
た
収
益
を
 

三
月
五
日
、
金
木
町
交
通
安
全

協
会
嘉
瀬
婦

人
部

（
部
長
廿
沢
田

ス
ゲ
）
で
は
、
四
月
の
全
国
交
通

安
全
運
動
週
間

に
向
け
て
、
ド
ラ

イ
バ

ー
に
配
布
す
る
手
作

り
の

マ

ス
コ
ツ
ト
製
作
を
嘉
瀬

公
民
館
で

行
い
ま
し
た
。
 

同
婦
人
部
は
平
成
六
年
に
結
成

さ
れ
、
全
会
員
が

一
致
団
結
し
て

安
全
運
動
を
推
進
し
た
い
と
考
え
、
 

今
年
初
め
て

マ
ス
コ
ッ
ト
製
作

に

取
り
組
み
ま
し
た
。
会
員
ら
は
、
 

各
自
が
自
宅
で
使
用
し
な
く
な
っ

た
布
切
れ
を
使
い
、
仕
事
の
合
間

を
見

つ
け
て
猫
に
見
立
て
た
マ
ス

コ
ツ
ト
を
二
百
二
十
個
製
作
。
名

伺
け
て
 
「ニ
ャ
ッ
ト
君
」
。

こ
の
 
 町

の
福
祉
増
進
に
活
用
し
て
い
る

も
の
で
、
平
成
五
年
度
か
ら
毎
年

行
わ
れ

て
い
ま
す
。
 

鳴
海
町
長
か
ら
福
祉
基
金
を
手

渡
さ
れ
た
中
谷
園
長
ら
は
、
 
「施

設
の
イ
ベ
ン
ト
や
運
動
器
具
な
ど

の
購
入
に
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
 

日
、
吸
盤
伺
け
や
安
全
標
語
の

取

り
付
け
に
三
十
人
が
集
ま
り

ま
し

た
。
 

色
と
り
ど
り
の

マ
ス
コ
ツ
ト
を

作

り
上
げ

た
会

員
の
皆
さ
ん

は
 

「
交
通
事
故
に
遭
わ

な
い
よ
う
に
、
 

と
願
い
を

込
め
て
作
り
ま
し
た
。
 

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
に
気
持
ち

を
込
め
て
配
布
し
ま
す
」
 
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。
 

出
来
上
が
っ
た
マ
ス

コ
ッ
ト
は
、
 

四
月
上
旬
に
同
地
区
内
で
配
布
す

る
予
定
で
、
 
「夏
や
秋

の
週
間
に

も
独
自
の
交
通
安
全
活

動
を
展
開

し
て
い
き
た
い
」
 
と抱
負
を
述
べ

て
い
ま
し

た
。
 
 

会
 
や
ピ

ン
ゴ
ゲ

ー
ム
な
ど
を

殊
 
楽
し

み
な
が
ら
交
流
を
深

オ
 
め
て
い

ま
し
た
。
 

功
 
が
力
を
結
集
す
れ
ば

H
町

ーワ
 

長
尾
会
長
は
「
各
団
体

扶
 

の
た
め
に
何
か
で
き
る
の

広
 
で

は
な
い
か
。
町
を
思
う

酬
 
気
持
ち
は
皆

一
緒
で
今
は
 

ー

ー
サー

流
会
要成
難
 

戦
 
は
サ
ポ
ー
ト
役
で
す
よ
」
 

瞬
 
と
、
交
流
会
の
成
功
を
割
 

ん
で
い
ま
し
た
。
 

▲鳴海町長と談笑する中谷園長ら ▲和やかな雰囲気でマスコットを製作 



▲池田建設のみなさん 

出稼事業所訪問 

▲渋谷建設のみなさん 

篇無,・みんな元気に 
尋 -44 ノ頑張ってます 

・”mmm川旧川広報かなき ⑩ 

当
町

の
出
稼
者
を
激
励
訪
問
す

る
、
平
成
九
年
度
出
稼
農
業
者
等

特
別
対
策
事
業
に
よ
る
事
業
所
訪

問
が
、
去
る
二
月
十

一
日
か
ら
十

三
日
ま
で

の
日
程
で
行
わ
れ
、
鳴

海
町
長
、
古
川
幸
治
農
業
委
員
会

会
長
ら
三
人
が
ふ
る
さ
と
の
情
報

を
伝
え
、
出
稼
者
を
激
励
し
た
。
 

今
回
の
訪
間
は
今
ま
で
に
一
度

も
訪
問
し
た
こ
と
が
な
く
、
金
木

町
出
身
者
が

永
年
就
労
し

お
世
話

を
い
た
だ
い
て
い
る
東
京
都
西
多

摩
郡
瑞
穂
町
の
翻
池
田
建
設

（
野
 

7
1武
雄
さ
ん
ら
七
名
）
、
神
奈
川

県
平
塚
市
の

渋
谷
建
設
卿
（
平
川

光
平
さ
ん
ら
七
名
）
の
二
事
業
所

を
選
択
し
た
。
 

二
事
業
所
を
訪
間
し
、
ま
ず
社

長
と
会
談
す
る
。
社
長
か
ら

は
、
 

不
景
気
で
あ
る
が
仕
事
の
受
注

に

つ
い
て
は
問
題
な
く
、
平
成
十
年

度
の
仕
事
に
つ
い
て
も
既
に
決
ま

っ
て
い
る
の
で
、
従
業
員
に
も
安

心
し
て
ほ
し

い
ー
と
の

こ
と
で
あ

っ
た
。
 

ま
た
、
金
木
町
出
身
者
は
仕
事

に
対
し
て
も
真
面
目
で
あ
り
、
今

後
も
長
い
付
き
合

い
を
し
た
い
の

で
、
も
っ
と
も
っ
と
従
業
員
を
金

本
町
か
ら
紹
介
し

て
ほ
し

い
。
そ

し
て
、
従
業
員
に
対
す
る
安
全
就

労
に
関
し
て
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
 
 

福
利
厚
生
に
つ
い
て
も
、
金
木
町

近
く
で
夫
婦
揃
っ
て
の
温
泉
旅
行
 

（
従
業
員
の
妻

の
顔
が
分
か
る
の

で
そ
の
後
、
電
話
で

の
連
絡
が
取

り
易

い
）
。さ
ら
に
は
、
海
外

（
ハ

ワ
イ
等
）
旅
行
も
行
っ
て
い
る
。
 

鳴
海
町
長
、
古
川
会
長
か
ら
は
、
 

永
年
当
町
出
身
者
が

お
世
話

い
た

だ
い
て
い
る
お
札
と
今
後
と
も
雇

用
に
つ
い

て
よ
ろ
し
く
お
願
い
す

る
等
の
要
望
を
社
長
に
依
頼
す
る
。
 

そ
の
後
、

現
地
に
お
け
る
指
導

相
談
会
を
開
催
し
、
当
町
出
身
者

十
三
名
の
方
々
と
懇
談
を
行
う
。
 

鳴
海
町
長
か
ら
は
留
守
家
族
の
様

子
や
町
の
出
来
事
、

そ
し
て
古
川

会
長
か
ら
は
平
成
十
年
度
か
ら
始

ま
る
「
緊
急
生
産
調
整
推
進
対
策
」
 

を
中
心
に
説
明
、
そ
し
て
元
気
で

安
心
し

て
就
労
さ
れ
る
よ
う
激
励

の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。
 

就
労
者

か
ら
は
転
作

の
問
題
等
、
 

身
近
に
迫
る
質
間
が
多

く
出
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
訪
間
団
が
持
参
し

た
、
せ
ん
べ
い
、
梅
ジ
ュ
ー
ス
で

杯
を
交
わ
し
な
が
ら
「
も
う
一
頑

張
リ
し
て
、
元
気
な
顔
で
金
木
町

で
の
再
会
」
を
楽
し

み
に
し
て
、
 

無
事
指
導
相
談
会

を
終
了
し
た
。
 

（
報
告
廿
金
木
町
農
業
委
員
会
）
 

い
、
 

／
ん
 
レ
」
 

柳
 
鷺
 

訊
 

加
 
”
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国
民
年
金
の
保
険
料
が
四
月
分

か
ら
月
額
一
三
、

三
〇
〇
円
に
変

わ
り
ま
す
。
 

国
民
年
金
が
支
給
す
る
基
礎
年

金
は
、
加
入
者
が
納
め
た
保
険
料

の
ほ
か
に
国
が
三
分
の

ー
を
負
担

し
て
支
払
わ
れ

て
い
ま
す
。
 

人
生
八
〇
年
時
代
を
迎
え
、
ま

す
ま
す
高
齢

化
が
進
む
な
か
で
、
 

老
後

の
生
活
を
安
心
し

て
送
る
た

め
の
生
活
保
障
と
し
て
、
年
金
は

な
く
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
役
割
 

平
成
九
年
度
分
の
保
険
料

（
平

成
九
年
四
月
か
ら
十
年
三
月
分
ま

で
）
の
納
付
期
限
は
、
四
月
末
日

ま
で
で
す
。
 

保
険
料
を

納
め
ず

に
、
未
納
の

ま
ま
に
し

て
お
く
と
、
老
齢
基
礎

年
金
が
減
額
さ
れ
た
り
、
受
け
ら
 
 を

果
た
し
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
老
後
だ
け
で
な
く
、
病

気
や
ケ
ガ

で
障
害
が
残
っ
た
り
一

家
の
働
き
手
を
失
っ
た
と
き
に
も

保
障
を
し

て
く
れ
ま
す
。
 

国
民
年
金
は
、
こ
の
よ
う
に
老

後
や
「
も
し
も
」
の
と
き
に
備
え
、
 

み
ん
な
で
費
用
を
出
し
合
っ
て
生

活
の
安
定
を
図
る
目
的
で

つ
く
ら

れ
た
社
会
保
障
制
度
で
す
。
 

そ
の
た
め
保
険
料
は
、
年
金
額

と
の
バ
ラ
ン
ス
や
生
活
水
準
な
ど

を
考
慮
し
、

将
来
に
わ
た
っ
て
年

金
制
度
が
健
全
に
運
営
で
き
る
よ

う
に
、
段
階
的

に
引
き
上
げ
ら
れ

て
い
る
わ
け
で
す
。
 

誰
も
が
安
心
し

て
老
後
を
迎
え

る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、

年
金

制
度
の
意
義

と
保
険
料
の
引
き
上

げ
に
ご
理
解
を

い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し

ま
す
。
 

れ
な
く
な
っ

た
り
す
る
の
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
万
一
の
と
き
の
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
 

保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し

よ
、つ
。
 

K
 
月
 
亦
久
 

平
成
9
年
度
分
、
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
期
限
は
4
月
末
日
で
す
 

(
 

(
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昭
和
五
十
九
年
に
乳
癌
・
甲
状

腺
検
診
が
ス
タ
ー
ト
し
、
翌
六
十

年
か
ら
は
超
音
波
検
査
に
よ
る
胆

石
症
検
診
も
加
わ
り
、
今
年
は
十

五
年
目
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
最

近
五
年
間

の
結
果
を
振
り
返
っ

て

み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
 

ま
ず
、
対
象
で
あ
る
三
十
歳

以

上
の
女
性
人
口
は
、
漸
減
傾
向
に

あ
り
現
在
四
千
七
百
名
弱
と
な
っ

て
い
ま
す
。
検
診
の
受
診
者

は
多

少
ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま
す
が
、

平

成
八
年
か
ら
は

一
千
名
を
越
え
て

い
て
、
受
診
率
と
し

て
は
二
ニ

ー
 

ニ
三
％
で
す
。
で
き
れ
ば

こ
れ
が

三
〇
％
位
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば

と

思
っ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
病
院

側
や
保
健
婦
さ
ん
、
保
健
協
力
貝

の
方
々
だ
け
の
努
力
だ
け
で
は
だ

め
で
、
町
民
皆
さ
ん
が
自
分
の
健

康
は
自
分
で
守
る
と
い
う
考
え
方

を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要

に
な
り
ま
す
。
 

次
に
検
診
の
結
果
を
見

ま
し
ょ
 

う
。
棒
グ
ラ
フ
に
あ
る
よ
う
に
年
 

度
別
・
部
位
別
に
精
密
検
査

（
精
 

検
）
が
必
要
な
人

（
要
精
検
者
）
 

の
数
は
最
近
で
は
甲
状
腺
が

一
番

多
く
、
胆
石
症
が

こ
れ
に
つ
ぎ
両

者
で
約
八
〇
％
を
占
め
、
乳
腺
が

も
っ
と
も
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
 

こ
の
五
年
間
の
要
精
検
者
数
の
合

計
は
四
百
五
十
人
で
、

当
院
に
限

っ
て
言
い
ま
す
と
精
検
を

受
診
し

た
人
は
四
百
七
名
（
九
〇
・
四
％
)
 

で
し
た
。
ほ
か
の
病
院
を
受
診
し

た
方
も
い
る
で
し
ょ
う
が
、
約
一
 
 割

の
方
は
精
検
を

受
け
て

い
な
い

こ
と
に
な
り
、

こ
れ
で
は
何
の
た

め
に
検
診
を

受
け
た
の

か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
精
検
が
必
要

と
言
わ
れ

た
か
ら
と
い
っ
て
怖
が
ら
ず
に
、
 

ぜ
ひ
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
れ

に
円
グ
ラ
フ
に
あ
り
ま
す
よ

う
に

精
検
で

の
結
果
で
 
「異
常
な
し
」
 

の
方
が
約
四
〇
％
で
、

手
術
が
必

要
だ
と
言
わ
れ
る
方
（約
一
五
％
)
 
 よ

り
も
ず
っ

と
多

い
の
で
す
。
 

間
も
な
く
春
と
と
も
に
検
診
の

シ
ー
ズ

ン
が
や
っ
て
き
ま
す
。
病

気
は
「
早
期
発
見

・
早
期
治
療
」
 

が

一
番
で
す
。
皆
さ
ん
と
今
年
も

検
診
会
場
で
会
え
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
 

⑩ 広報かなぎ川川川III 

金
木

病
院

力
ル
テ

⑩
 

最
近
5
年
間
の
検
診
よ
り
 

外
科
医
長
 
唐
 
牛
 
忍
 



つがる弁クイズ 
2 月号の答えは 「あれ、本
当じゃないの冗談（嘘）な
の」 でした。 
当選者は次の 2 名です。 
金木 藤 元 佳奈子さん
金木 加 藤 千 枝さん
大変ご好評をいただきま

した 「つがる弁クイズ」 は 
2 月号をもちまして、終了
させていただきます。今後
とも「広報かなぎ」 のご愛
読をよろしくお願いします。 

岡伊告工山 沢大

田 藤田藤中 田 橋 

未み 祐牧雌驚一奪 
』 Il-i 1-l--じ里リ 	す 

来く天言薫言誓苫歩ほ奈な真ま 

満隆清浩文浩一
明慈 克司 人二仁 

喜嘉蒔金嘉金金 
良 
市瀬田 木瀬木木 

戸 

2月末現在

男 5,873人

女 6,453人 

1i- 12,326人

世帯数 3,9 3,928 

前年同月比 

△ 51人 

△ 76人 

△ 127人 

	ノ 

、 

ニ
月
届
出
分
 

お
め
で
と

う
 

窓
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

姦

警
鷺
諺
籍
 

露

警
鍵
」
林
 

籍
 の

 

/
 

、
 

『
、
、
 

ノ
 

人
ロ
と

世
帯
 

こ
の
欄
は
、
金
木
町
に
住

所
を
有
し

て
い
る
方

々
を
掲

載
し

て
い
ま
す
。

掲
載
を

希

望
し
な
い
方
は
町
民
課

窓
ロ

に
届
出

の
際
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。
 

白加角徳古伊

川 藤 田 田 川 藤 

金 

木 

只
春

（
6
8才
）
 

藤
 
哲
彦

（
8
4オ
）
嘉
 
瀬
 

川
富
士

雄

（
7
0才
）
喜
良
市
 

お
く
や
み
 

イ
サ
（

9
3才
）
蒔
 
田
 

捌
矢
（

8
オ
）
金
 
木
 

蒲
一
郎

（
8
4オ
）
喜
良
市
 

▼社会福祉協議会へ 
（敬称略） 

・金木町料飲店組合 
（組合長一田中豊蔵） 

「チャリティーカラ
ォケ感謝のタべ」 

での収益金 
53,000円 

・IIIIliii川川lI 広報かなぎ ⑩ 

はじめまして 

八lI 
明るく元気な子に育ってほ 
しい 	（父 	浩司より） 

健康でル気な子に育ってね 
（母 瑞子よリ） 

，・γ 一～m 
、‘ 
、 

、 

曳 
、 	 ー， 

・、 

、 
」 

未み 

来く 

1」
 
，

g

一
 x
 

け
ー
上

！
 

警

ぎ
 

天首 

待望の女児、いっも健康で

あれ 
元気で素直な子に育っよう 
に 	（父 隆慈より） 

“一 3目3日ひなまつり→ 


